
Title 舞曲「常盤問答」について

Author(s) 黒木, 祥子

Citation 語文. 1979, 35, p. 54-63

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68653

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



舞

曲

「常

盤

問

答
」

本
曲
は
、
牛
若
の
学
問
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
を
求
め
る
常
盤
が
、
鞍
馬
寺

へ
参
詣
し
、
別
当
の
東
光
坊
と
女
人
不
浄
の
間
答
を
た
た
か
わ
し
て
勝
つ
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

「平
治
物
語
」
や

「義
経
記
」
に
関
連
の
記
事
は
な
く
、
大

部
分
を
仏
教
の
間
答
が
占
め
て
い
る
。
問
答
の
内
容
は
現
代
人
の
日
に
は
荒
唐

無
稽
で
幼
稚
と
し
か
う
つ
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
の
論
の
解
釈
を
中
心
に
舞

曲
の
作
者
を
考
え
て
み
た
い
。

一　
校
異
に
つ
い
て

本
曲
は
比
較
的
に
伝
本
が
多
い
。
今
ま
で
に
校
合
で
き
た
の
は
次
の
九
本
で

あ
る
。
曲
名
は
特
に
示
さ
な
い
か
ぎ
り
は

「常
盤
間
答
」
で
あ
る
。

０
笹
野
堅
編

『幸
若
舞
曲
集
』
所
収
　
越
前
本
　
（越
）

②
天
理
図
書
館
蔵
　
藤
井
氏

一
本
　
（藤
）

０
内
閣
文
庫
本
　
「常
盤
」

（内
）

０
蓬
左
文
庫
蔵
　
大
道
寺
家
本
　
（蓬
）

働
慶
応
大
学
蔵
　
幸
若
小
八
郎
本
　
（小
）

０
京
都
大
学
蔵

一
本
　
（京
）

０
伝
承
文
学
研
究
十
六
号
所
収
　
徳
江
元
正
氏
蔵
　
（徳
）

|こ

つ

い

て

里
ヽ

木

祥

子

Ｄ
天
理
大
学
蔵
　
上
山
宗
久
本
　
「鞍
馬
常
盤
」

（上
）

０
国
会
図
書
館
蔵
　
刊
本
　
（刊
）

他
に
大
頭

一
本

・
桃
井
氏
本

・
秋
月
図
書
館
蔵
本
に
も
存
在
す
る
ら
し
い
が
、

未
見
。
ま
た
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
報
告
は
な
い
。

一
般
に
舞
曲
は
、
諸
本
の
異
同
は
少
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
本
曲
に
も
長
文

に
わ
た
る
よ
う
な
異
同
は
な
い
。
し
か
し
、
瑣
細
な
異
同
は
数
多
く
存
在
し
、

ほ朔れヵ、“締経勁『彙量布ｋは「“議減デ琳娯勲剛は喘け畔跡Ⅶ榊は

で
は
、
個
有
名
詞
に
関
す
る
異
同
が
日
に
つ
く
。
次
に
そ
れ
ら
を
あ
げ
る
。

０
に
、
堂
盤
が
三
人
の
子
供
の
身
の
安
全
を
思

っ
て
、
出
家
さ
せ
る
場
面

工‐
　
嫡
子
に
あ
た
る
今
若
殿
を
　
園
城
寺
へ
こ
そ
あ
け
ら
れ
け
れ
　
次
乙
若
は
醍
醐
の

寺

内

・
藤

・
越

・
蓬

Ｌ
　
ち
や
く
し
今
着
と
の
を
ば
。
を
ん
じ
や
う
じ
へ
こ
そ
あ
げ
ら
れ
け
れ
。
次
を
と
わ

か
は
だ
い
ご
の
て
ら
　
小
。
京

Ⅱ．
　
嫡
子
に
あ
た
る
今
若
殿
を
も
。
た
い
こ
の
寺
へ
そ
あ
け
ら
れ
け
る
。
次
を
と
若
は

を
ん
じ
や
う
じ
　
⑬

Ⅱ２
　
ち
や
く
し
今
若
殿
を
は
た
い
こ
の
寺
　
乙
若
殿
を
は
園
城
寺
へ
こ
そ
あ
け
ら
れ
け



れ
　
上

Ⅱ３
　
い
ま
わ
か
と
の
は
た
い
こ
の
寺
　
を
と
わ
か
と
の
を
は
お
ん
じ
や
う
し
へ
こ
そ
の

ほ
さ
れ
け
れ
　
刊

内
容
か
ら
は
、
今
若
を
園
城
寺
、
乙
若
を
醍
醐
寺
と
す
る
Ｉ
系
と
、
逆
に
今

若
を
醍
醐
寺
乙
若
を
園
城
寺
と
す
る
Ⅱ
系
と
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
表
現
上
は
、

大
き
く
Ｉ．
１２
Ⅱｌ
と
Ⅱ２
Ⅱ３
の
二
種
に
分
か
れ
る
。

②
は
、
東
光
坊
の
語
る
釈
迦
の
修
行
時
代
で
、

Ｉ．　
檀
徳
山
に
と
ち
こ
も
り
　
な
つ
み
水
く
み
つ
ま
ざ
こ
り
　
的
・篠
。健
。Ｃ

・２
　
檀
特
山
に
と
ぢ
こ
も
り
。
あ
し
せ
ん
に
ん
を
師
と
た
の
み
。
菜
つ
み
水
く
み
つ
ま

木
と
り
。
　
小
・
京

Ⅱ
　
た
ん
と
く
山
に
と
ち
こ
も
り
。
あ
ら
ら
仙
人
を
師
と
た
の
み
。
な
つ
み
水
汲
爪
木

と
り
。
　
徳

。
上
。
刊

・２
と
Ⅱ
が
釈
尊
の
師
の
名
を
あ
げ
る
が
、
異

っ
て
い
る
。

０
は
常
盤
の
語
る
釈
迦
の
在
俗
時
代
で
、
二
人
の
后
の
名
を
あ
げ
た
あ
と
、

Ｉ．
　
こ
の
二
人
の
御
中
に
　
御
子
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
　
や
し
ゆ
た
ら
に
よ
と
中
す
は

わ
。関
・υ
・０

・２
　
こ
の
二
人
の
其
中
に
。
御
子
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
。
や
し
ゆ
た
ら
に
よ
と
申
は
。

小

・
京

Ｉ．
　
此
二
人
の
。
そ
の
中
に
。
御
子
あ
ま
た
を
は
し
ま
す
。
ち
や
く
し
を
は
ら
こ
ら
太

子
。
次
にぜ
ん
じ
や
う
ひく
な
り
き
。
や
しゆ
た
ら
女
と申
は。　
①

・２
　
共
二
人
の
御
中
に
　
御
子
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
　
ち
や
く
し
を
は
ら
こ
ら
太
子

次
に
せ
ん
し
や
う
比
丘
な
り
き
　
や
し
ゆ
た
ら
に
よ
と
中
は
　
∈
・側

Ⅱ
類
に
は
Ｉ
類
に
な
い
釈
迦
の
二
子
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

四
は
、
東
光
坊
の
語
る
鞍
馬
寺
縁
起
の
う
ち
開
山
の
名
で
、

Ｉ
　
大
楽
大
師
の
御
建
立
　
内

。
藤

・
越
・
蓬

・
小
・
京

Ⅱ
　
妙
楽
大
師
の
御
こ
ん
り
う
　
上
・
徳

。
刊

以
上
四
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
諸
本
分
類
が
で
き
る
。
Ｉ
は
幸
若
系
、

Ｉ
は
大
頭
系

（読
本
系
）
に
あ
て
ら
れ
る
。
問
題
に
な
る
の
は
、
０
で
Ⅱ．
と
し

た
①
と
、
②
で
・２
と
し
た
の
ω
で
あ
る
。
①
本
は
独
自
異
文
を
最
も
多
く
持
ち
、

ま
た
０
の
よ
う
に
Ｉ
と
Ⅱ
の
中
間
的
表
現
を
と
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
例
を

あ
げ
て
み
る
。
右
側
が
Ｉ
幸
若
系
、
左
側
が
Ⅱ
大
頭
系
で
あ
る
。

常
盤
間
食
れ
て
。

本
よ
り
く
ち
の

を
　
弩
罐
速

・―
・
ぞ

女
に
て
し
ら
て
参
り
て
さ
ふ
ら
ふ
ｏ
を
し
え
目
Ｈ
円
剛
田
日
　
園
因
Ｍ
Ｍ
明
と
同
И
仰
け

そ
　
　
　
て
　

た

　

べ
　

・
・
・
。
　

そ

召
勧
“
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐。を
障
障
呻

東
光
聞
剣

・‐

。‐
　
け
に
日
し
ら
す
は
を
し
ゆ

へ
し
　
心
し

つ
か
に
聴
瀾
卜
あ
れ
徳

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
コ

こ
れ
な
ど
は
ど
ち
ら
に
属
す
る
と
も
決
め
難
い
が
、
全
体
で
は
Ｉ
の
方
に
共
通

す
る
文
が
多
く
、
個
有
名
詞
の
異
同
で
は
全
く
Ⅱ
に
属
す
る
。
の
Ｑ
の
場
合
も

同
様
で
、
②
の
例
な
ど
は
Ｉ
の
方
に
近
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
Ⅱ
が

・・
Ｏ
⑭
⑪
⑭
と
・２
の
Ｑ
の
ど
ち
ら
に
よ
り
近
似
す
る
か
は
、
に
わ
か
に
決
め
ら

る|れ|る



れ
な
い
。
ま
た
、
①
と
の
Ｑ
と
は
案
外
共
通
異
文
は
少
な
く
、
関
連
は
薄
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
幸
若
系

・
、
②
・⑭
・④
。⑭

２
、
④
●ω

Ⅱ
大
頭
麻
（読
本
系
）

１
、
徳

２
、
⊃
ｏつ

表
現
面
で
は
同
系
で
も
か
な
り
ゆ
れ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
有
名
詞
に

畑
れ
て
は
両
系
の
違
い
は
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

「対
抗
的
両
派
の

意
識
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
ｏ
つ
ま
り
表
現
の
ゆ
れ
は
幾
分
自
然
発
生

的
で
、
個
有
名
詞
の
遠
い
は
意
識
的
改
変
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
ど
ち
ら
が
古

態
を
示
す
だ
ろ
う
か
。
０
の
場
合
、
両
系
の
記
事
と
も
史
実
あ
る
い
は
義
経
記

等
先
行
文
芸
の
伝
承
と

一
致
し
な
い
の
で
、
そ
れ
か
ら
ど
ち
ら
が
原
型
と
も
決

定
で
き
な
い
。
舞
曲

「烏
帽
子
折
」
に
も
牛
若
の
兄
弟
達
の
消
息
を
あ
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
諸
本

一
致
し
て

「
六
は
醍
醐
の
寺
の
卿
の
公
、
七
は
園
城
寺
の

悪
禅
師
の
君
」
で
あ
る
。
大
頭
系
の
方
が
あ
う
が
、
か
え
つ
て
後
か
ら

一
致
さ

せ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
「伏
見
常
盤
」
で
は
常
盤
の
父
を
梅
津
の

源
左
衛
門
と
し
て
い
た
の
が
、
「山
中
常
盤
」
で
は
大
和
源
氏
の
大
将
宇
日
の
藤

次
と
す
る
な
ど
、
原
説
話
の
伝
承
集
団
の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
例
も
あ
り
、
異

っ
て
い
て
も
誤
伝
と
は
言
え
な
い
。
②
Ｏ
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
だ
け
の
材
料

は
な
い
。
０
に
関
し
て
は
、
鞍
馬
寺
縁
起
の
問
題
と
し
て
第
四
章
で
ふ
れ
る
が
、

幸
若
系
の
大
楽
大
師
が
も
と
の
形
だ
と
思
う
。

注〈１
）

麻
原
美
子

「幸
若
舞
の
流
派
と
そ
の
詞
章
」
（国
語
と
国
文
学
昭
和
五
十
年
七

月
号
）
そ
の
他

・
田
中
文
雅

「
『ふ
し
み
と
き
は
』
諸
本
伝
承
論
」
（伝
承
文
学
研
究

・６
）
。
須
田
悦
生

「幸
若
舞
曲
「満
仲
』
の
諸
本
を
め
ぐ
っ
て
―
幸
若
舞
山
諸
本
研
究

序
説
―
」
（伝
承
文
学
研
究
２０
）

（２
）

麻
原
美
子
前
掲
論
文

二
　
女
人
不
浄
論
と
女
人
往
生
書

内
陣
の
高
座

へ
上
り
念
誦
す
る
常
盤
を
、
東
光
坊
が

「
同
じ
人
間
と
言
ひ
な

が
ら
、
女
人
は
障
り
多
く
し
て
、
清
き
霊
地
を
踏
む
事
な
し
、
ま
し
て
持
戒
持

へ律黎
瞑
鐵
梁
射
［げ
騨
鶴
藁
雄
拭
ヨ
要
邸

が
は
じ
ま
る
。
争
点
は
、
こ
こ
で
み
る
限
り
で
は
、
女
が
高
座
へ
上

っ
て
よ
い

か
ど
う
か
で
あ
る
。

東
光
坊
の
論
は
、
二
回
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
論
点
も
異
る
。
第

一
は
、
釈

迦
の
出
家
か
ら
成
道
ま
で
の
修
行
を
述
べ
、
華
厳
経
か
ら
般
若
経
に
至
る
経
の

解
説
を
並
べ
て
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
経
の
中
に
も

「女
高
座
へ
あ
か
れ
と
い
ふ

要
文
」
は
全
く
な
い
と
い
う
も
の
。
第
二
は
、
女
人
不
浄
論
で
、
女
人
の
罪
業

の
深
さ
を
、
ま
ず
経
文
を
あ
げ
次
に
結
界
の
地
を
並
べ
て
述
べ
た
て
、
こ
の
よ

う
に
不
浄
な
女
が
入
れ
ば

「御
堂
の
け
が
れ
候
に
」
と
追
い
た
て
る
も
の
。
こ

の
女
人
不
浄
論
は
、
女
人
往
生
の
説
法
に
典
型
が
見
ら
れ
る
。

中
世
に
は
、
女
性
を
対
象
と
し
た
説
法
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
も
早

い
の
は
、
法
然
の

「無
量
寿
経
釈
」
に
あ
る
、
第
三
十
五
願
の
注
釈
で
あ
る
。

こ
の
注
釈
は
独
立
し
て
平
易
に
談
義
的
に
な
っ
て
、
法
然
作
と
伝
え
る

「女
人

往
生
集
」
と
な
る
。
論
法
は
同
じ
だ
が
、
女
人
業
障
の
証
と
し
て
あ
げ
る
文
に



「所
有
三
千
界
男
子
諸
煩
悩
合
集
為

一
人
女
人
之
業
障
」
や
「女
人
地
獄
使
永
断

仏
種
子
外
面
似
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
と
い
っ
た
よ
く
知
ら
れ
て
は
い
る
が
、
実

際
に
経
典
に
は
な
い
も
の
を
入
れ
て
耳
に
入
り
や
す
く
し
て
い
る
。

「女
人
往

生
集
」
は
、
女
人
往
生
書
の
手
本
と
な
っ
た
よ
う
で
、
真
宗
で
は
増
補
さ
れ
て

存
覚
作

「女
人
往
生
書
」
と
な
り
弘
め
ら
れ
た
。
日
蓮
宗
に
も

「法
花
題
日
抄
」

「女
人
成
仏
抄
」
「女
人
往
生
抄
」
な
ど
が
あ
る
が
、
女
人
業
障
を
説
く
部
分
は

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
や
日
蓮
に
は
、
女
性
信
者
に
あ
て
た
書
簡
が
多
く

残

っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
も
女
人
往
生
が
簡
単
で
は
あ
る
が
説
か
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
女
人
往
生
説
法
の
場
面
が
文
芸
作
品
の
中
に
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま

れ
る
。
流
飾
珠

「曽
我
物
語
」
巻
十
二
の
少
将
法
門
の
事
や
、
お
伽
草
子

「奈

良
大
仏
供
養
」
は
、
法
然
の
説
法
が
主
題
と
な
り
、
お
伽
草
子

「胡
蝶
」
は
嵯

峨
野
に
住
む
僧
の
説
法
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
女
性
に
対
す
る
説
法
を
持
つ
お

伽
草
子
は
い
く
ら
か
あ
る
。

こ
れ
ら
の
説
法
の
中
で
、
特
に
力
を
こ
め
て
説
か
れ
る
の
は
、
女
人
の
業
の

証
し
の
部
分
で
あ
る
。
女
人
不
浄
を
言
う
東
光
坊
が
こ
れ
を
利
用
す
る
の
は
当

然
だ
ろ
う
。
「女
人
往
生
集
」
の
次
の
部
分
な
ど
は
、東
光
坊
の
述
べ
る
も
の
と
、

ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。

涅
槃
経
ニ
イ
ハ
ク
、
所
有
三
千
界
男
子
（諸
）煩
悩
合
集
為
一
人
女
人
之
業
障
。
コ
ノ
文

ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
、
ア
ラ
ユ
ル
三
千
界
ノ
男
子
ノ
モ
ロ
′
ヽ
ノ
煩
悩
フ
合
集
シ
テ
、
女
人
一

人
ノ
業
障
ト
セ
リ
ト
イ
ヘ
リ

こ
の
涅
槃
経
の
文
と
称
す
る
も
の
自
体
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
文
芸
作
品
に
引

用
さ
れ
て
お
り
珍
し
く
も
な
い
が
、
字
音
で
読
ん
だ
あ
と

「
コ
ノ
文
ノ
コ
ゝ
ロ

ハ
」
と
読
み
下
し
て
解
説
す
る
の
は
、
説
法
の
形
式
で
あ
ろ
う
。
東
光
坊
の
論

の
中
の

「
地
獄
は
外
に
な
し
。
女
に
限
る
所
也
」
や
、
「女
人

一
人
生

る
れ
ば

地
獄
の
使
ひ
来
り
」
と
い
う
の
も
、
「女
人
往
生
集
」
な
ど
に
あ
る
「浄
心
誠
観

法
」
の
引
用

「十
方
国
土

二
女
ア
ル
ト
コ
ロ
ニ
ハ
、
ス
ナ
ハ
チ
地
獄
ア
リ
」
、

「宝
積
経

ニ
イ
ハ
ク
（中
略
）女
人

ハ
地
獄
ノ
使
ナ
リ
、
仏
ノ
種
子
ヲ
タ
ツ
（略
ご

を
も
と
に
し
て
、
舞
曲
的
文
言
に
作
り
変
え
た
と
思
わ
れ
る
。

経
文
の
次
に
、
女
人
結
界
の
大
寺
を
あ
げ
る
の
も

「無
量
寿
経
釈
」
以
来
の

伝
統
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
比
叡
山

・
高
野
山
の
他
に
、
東
大
寺
は

「
不
レ許
レ

入
・一扉

内
ご
、
笠
置
寺
は
「壇
上
有
レ障
」
、
金
峰
山
や
醍
醐
へ
は
「女
人
不
レ影
」

と
並
べ
る
。
「女
人
往
生
集
」
。
「女
人
往
生
聞
書
」
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
、
「曽

我
物
語
」
は
東
大
寺

ｏ
笠
置
寺
の
代
り
に
自
山

・
書
写
山
を
あ
げ
る
。　
契
不
良

大
仏
供
養
」
は
、
比
叡
山

。
高
野
山

・
天
王
寺

・
吉
野
の
他
に

「関
東
に
は
、

富
士
山

。
光
明
山

。
戸
隠

・
立
山

・
白
山

・
羽
黒
山
」
と
い
っ
た
修
験
の
霊
地

を
あ
げ
る
。
異
本
の

「大
仏
供
養
物
語
」
は
こ
の
修
験
の
山
が
な
く
、
善
光
寺

は
堂
の
内
ま
で
は
よ
い
が
隔
子
の
内
へ
は
入
れ
な
い
と
す
る
。
変
化
し
や
す
い

部
分
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
違
い
か
ら
何
か
そ
の
本
の
持
つ
背
景
が
読
み
と
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
曲
の
場
合
、
「遠
く
漢
家
を
尋
ぬ
る
に
」
と
、
中
国
天
竺
の
霊
山
を
あ
げ
る

こ
と
、
長
谷

・
岡
寺

。
当
麻
寺

。
多
武
峰
と
地
域
的
に
奈
良
県
の
中
央
部
に
片

寄
り
の
あ
る
事
に
特
色
が
あ
る
。
前
の
点
は
、
舞
曲
の
常
套
的
形
式
と
み
て
よ

い
が
、
後
者
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
長
谷
寺
当
麻
寺
は
特
に
女

性
の
信
仰
の
深
い
寺
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
さ
え
も
内
陣
に
入
る
こ
と
は
許
さ

。

れ
な
い
と
い
う
た
め
な
ら
ば
、
延
暦
寺
高
野
山
多
武
峰
と
い
っ
た

一
山
結
界
の

寺
の
間
に
入
れ
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
融
通
念
仏
が
盛
ん
で
あ（元
、

一
方
鞍
馬
の
毘
沙
門
天
は
融
通
念
仏
の
守
護
神
た
る
事
を
約
し
む
´
い
う
事
と

関
鍾
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
や
は
り
こ
の
地
方
に
、
常
盤
伝
説
が

多
い
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
東
光
坊
の
女
人
不
浄
論
は
、
女
人
往
生
説
法
の
論
法
に
の
っ
と

っ
て



い
る
こ
と
は
明
ら
か
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
女
人
不
浄
の

最
重
要
の
文
で
あ
る
五
障
三
従
が
な
く
、
結
界
の
寺
名
も
か
な
り
特
色
が
あ
る
。

注（１
）

引
用
は
笹
野
堅
編

「幸
若
舞
由
集
」
所
収
越
前
本
に
よ
る
。
但
、
私
に
漢
字
を

あ
て
、
句
読
点
を
施
し
た
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（２
）

室
町
時
代
物
語
集
所
収
の
奈
良
絵
本
。
内
容
は
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
の
際
の
法

然
の
女
人
往
生
の
説
法
で
あ
る
。
伝
本
の
中
に
は
、
後
に
あ
げ
る
「大
仏
供
養
物
語
」

の
よ
う
な
浄
土
僧
の
書
写
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
な
ど
は
、
御
伽
草
子
と
い
う

ょ
り
、
宗
教
書
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
は
と
い
う
感
が
あ
る
。

（３
）

五
来
重

「融
通
念
仏

。
大
念
仏
お
よ
び
六
斎
念
仏
」
（大
谷
大
学
研
究
年
報
１０
）

（４
）
　
「融
通
念
仏
縁
起
」
。
「空
也
上
人
絵
詞
伝
」
・
コ

遍
聖
絵
」
他

（５
）

松
浪
久
子

「大
和
地
方
に
お
け
る
常
盤
伝
説
」
（伝
承
文
学
研
究
１４
）

一二

常

盤

の

反

論

常
盤
の
反
論
は
、
三
回
に
わ
た
る
。
第

一
回
が
、
「経
文
を
引
い
て
」
の
論
、

第
二
回
は
、
「
耳
ぢ
か
に
」
説
話
を
以
て
の
論
、
第
二
回
は
、
東
光
坊
の
語

っ
た

鞍
馬
寺
縁
起
に
よ

っ
て
の
反
論
で
あ
る
。
三
回
の
性
格
は
明
確
に
異
な
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
も
雑
多
な
も
の
が
入
り
、
東
光
坊
の
場
合
ほ
ど
論
の
筋
道
が

明
確
で
な
い
。
し
か
し
、
幼
稚
な
理
屈
と
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と
思
う
。

常
盤
の

「
経
文
を
引
て
」
の
反
論
の

一
は
、
蘇
婆
呼
童
子
請
間
経
の
分
別
処

所
分
品
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

「
須
取
妻
生
男
続
種
、　
汝
行
此
法
方
得
解
脱
」

と
「若
論
善
悪
因
果
法
、
有
智
無
智
利
利
婆
羅
門
昆
舎
輸
達
羅
等
無
差
別
」
の
二

文
を
接
続
し
て

一
文
に
し
て
い
る
。
前
の
方
は
、
真
言
行
者
に
対
し
、
外
道
が

そ
れ
ぞ
れ
四
姓
の
本
来
の
道
を
修
め
よ
と
難
ず
る
言
の
う
ち
、
行
者
が
婆
羅
門

出
身
の
場
合
で
、
結
婚
し
て
子
孫
を
継
ぐ
の
が
解
脱
の
道
で
あ
る
と
い
う
も
の
。

後
は
仏
教
者
側
の
反
論
で
、
善
因
善
果
悪
因
悪
果
の
理
は
四
姓
の
差
も
な
く
全

て
に
及
ぶ
と
い
う
も
の
。
舞
曲
で
は
、
後
段
の
「若
論
善
悪
因
果
法
」
を
、
「も

し
せ
ん
こ
う
と
あ
つ
く
は
の
ほ
う
、
此
こ
と
葉
を
論
ぜ
ば
」
と
少
し
変
形
し
て

お
り
、
意
味
不
明
だ
が
、
善
業
善
果
悪
業
悪
果
の
つ
も
り
の
誤
伝
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
元
来
両
句
は
相
容
れ
な
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
全
体
の
文

脈
の
中
か
ら
と
り
出
し
て
接
続
し
て
い
る
た
め
、
本
来
の
経
典
の
中
で
は
否
定

さ
れ
る
前
半
の
句
が
、
逆
に
仏
説
の
よ
う
に
と
れ
る
。
こ
れ
を
引
用
し
た
の
は
、

「男
子
を
生
ん
で
種
を
継
ぐ
」
の
部
分
を
、
女
の
母
親
と
し
て
の
価
値
を
認
め
た

「女
を
ほ
め
た
る
経
文
」
と
理
解
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
せ
よ

う
と
し
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
半
の
因
果
律
に
四
姓
の
差
別

は
な
い
と
い
う
理
論
を
、
男
女
に
差
別
が
な
い
と
い
う
論
の
証
と
す
る
の
も
経

文
本
来
の
意
味
か
ら
は
誤
り
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
使
う
の
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
蘇
婆
呼
童
子
経
の
文
句
を
引
用
し
た
中
世
小
説
等
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、

そ
の
事
か
ら
す
ぐ
、
こ
の
経
を
引
用
し
た
の
は
専
門
的
な
学
僧
と
推
測
す
る
の

は
安
易
に
す
ぎ
よ
う
。
こ
の
経
は
真
言
行
者
必
読
の
書

⌒郎
縮
期
Ｊ
と
あ
り
、
ど

の
程
度

一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
経
文
そ
の
も
の
は
ほ
ぼ

正
確
に
引
用
し
て
い
る
が
、
本
曲
の
よ
う
な
引
用
の
仕
方
で
は
、
そ
の
内
容
は

曲
解
さ
れ
る
。
聞
手
を
曲
解
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
こ
の
よ
う
に
歪
曲
引

用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
経
を
引
用
し
た
原
作
者
は
、
か
な
り
仏

教
に
精
通
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

瑣
細
な
事
だ
が
、
後
段
の
「有
知

無
知
利
利
婆
羅
門
毘
舎
首
陀
」
の
利
利
を
、
ω
Ｏ
は
「
せ
つ
ち
」
、の
④
の
は
「
し

ゆ
た
」
と
す
る
。
こ
れ
は

「
せ
つ
り
」
が
訛

っ
て

「
せ
つ
ち
」
に
な
り
、
意
義

不
明
に
な
っ
て

「
し
ゆ
た
」
と
な
お
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
異
同
は
流
派
に

依

っ
て
い
な
い
。
語
り
伝
え
て
い
る
間
に
自
然
に
お
こ
っ
た
訛
伝

。
誤
伝
で
あ



ろ
う
。
こ
２
一一一口
い
ま
わ
し
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
も
な
く
、
原
作
者
と
実

際
に
こ
の
曲
を
語

っ
て
い
た
舞
々
の
徒
と
の
間
に
は
、
相
当
の
知
識
の
差
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「経
文
を
引
て
」
の
第
二
の
論
は
、
法
花
経
の
経
文
で
は
な
く
、
「妙
」
の
釈

で
あ
る
管
つ妙
」
の
字
を

「女
」
と

「少
」
と
に
分
解
し
て
、
「妙
」
即

「女
」

と
す
る
論
で
あ
る
が
、
決
し
て
突
飛
な
も
の
で
は
な
い
。
「妙
」
釈
は
、
中
世
の

天
台
宗

。
日
蓮
宗
で
は
複
雑
な
も
の
が
発
達
し
て
い
た
が
、　
一
般
人
向
け
の
談

義
で
も
そ
の
簡
単
な
も
の
が
説
か
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば

「法
花
経
直
談
抄
」

や

「法
花
経
鷲
林
拾
葉
抄
」
は
、
妙
法
蓮
花
経
を
少
女
去
水
座
宝
蓮
花
と
解
く
。

少
女
は
提
婆
品
の
龍
女
を
指
す
。
そ
う
し
て
法
花
経
は
龍
女
の
成
仏
、
つ
ま
り

女
の
成
仏
を
全
巻
で
説
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
「妙
」
の
字
の
分
解
は
「伏
見

常
盤
」
に
も
、
女
は
常
盤
、
少
は
三
人
の
若
共
で

「
只
、
若
共
と
自
ら
は
、
妙

の
一
字
に
あ
ら
ず
や
」
と
い
う
の
が
あ
る
。　
一
字
を
分
解
し
て
講
釈
す
る
例
は
、

談
義
本
を
は
じ
め
、
お
伽
草
子
や
中
世
辞
書
類
に
は
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
僧
の
説
法
な
ど
で
は
常
套
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、

「
六

万
九
千
三
百
八
十
四
字
、　
一
一
の
字
の
下
に
一
妙
あ
り
、
総
じ
て
六
万
九
千
三

百
八
十
四
の
妙
あ
り
」
（法
花
題
目
抄
）
な
ど
の
類
の
旬
に
、
「妙
者
能
嘆
言
褒

美
之
義
也
」
（法
花
経
鷲
林
拾
葉
抄

・
他
）
を
「妙
を
ほ
め
」
る
と
逆
転
接
続
し

て
、
「
六
万
九
千
三
百
八
十
余
字
の
文
々
は
、
別
の
事
を
ば
ほ
め
ず
し
て
、妙
を

ほ
め
む
が
た
め
也
」
と
す
る
。
法
花
経
は
妙
を
ほ
め
る
経
、
即
ち
、
女
を
ほ
め

る
た
め
の
経
と
定
義
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
天
台
云
、
妙
者
不
可
思
議
言
語

道
断
心
行
所
滅
也
」
（立
正
観
抄

。
他
）
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
、
法
花
経
を
ほ

め
た
た
え
る
文
句
を
並
べ
、
「
万
法
の
頂
き
」
は

「妙
」
即
ち
「女
」
と
結
論
す

る
。
論
と
し
て
は
正
統
な
経
典
注
釈
と
か
け
離
れ
て
い
る
が
、
中
の
文
句
は
当

時
の
人
々
に
は
談
義
等
で
耳
な
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蘇
婆
古
童
子
経
も
そ
う
で

あ

っ
た
が
、
個
々
の
旬
に
は
、
背
後
に
正
統
な
仏
書
の
文
句
が
窺
え
な
が
ら
、

そ
れ
を
あ
え
て
歪
曲
し
て
い
る
。
「常
盤
間
答
」
は
、
法
花
経
を

「
女
を
ほ
め
た

る
経
文
」
に
ね
じ
曲
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。積
極
的
に
「女
を
は
め
た

る
経
文
」
を
示
す
に
は
、　
大
分
無
理
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば

「大
仏
供
養
物
語
」
は
、
女
人
業
障
を
説
き
な
が
ら
も

「
天
女
成
魯
震

ニ
ハ
、

女
ノ
カ
タ
ウ
ト
セ
ラ
ン
テ
候
ナ
リ
「と
「女
人

ハ
三
千
世
界
ノ
仏
ノ
蔵
」
と
か
「女

人
誹
謗
罪
、
仏
誹
謗
断
」
と
い
っ
た
文
句
を
引
い
て
い
る
が
、
典
拠
は
見
あ
た

ら
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
た
法
花
経
を
で
た
ら
め
に
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
聞
き
な
れ
た
文
言
を
使

っ
て
の
歪
曲
の
し
か
た
に
作
者
の
工
夫
を
見

て
よ
い
と
思
う
。

さ
き
に
、
東
光
坊
の
述
べ
た
経
尽
し
に
は
、
何
故
か
法
花
経
が
脱
落
し
て
い

た
。
ま
た
、
女
人
業
障
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
常
套
旬
、
五
障
三
従
も
東
光
坊

は
あ
げ
て
い
な
い
。
五
障
三
従
は
法
花
経
の
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
曲

は
法
花
経
を

「女
を
ほ
め
た
る
経
文
」
と
し
て
、
女
人
の
業
障
を
否
定
す
る
根

拠
に
置
い
て
い
る
。
従

っ
て
、
五
障
三
従
は
勿
論
、
東
光
坊
側
の
論
拠
に
法
花

経
の
名
が
あ
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
曲
は
よ
ほ

ど
計
算
さ
れ
た
構
成
を
と

っ
て
い
る
。
常
盤
の
宣
言
す
る

「
万
法
の
頂
き
は
女

を
以
て
極
め
た
り
」
は
、
文
句
は
似
て
い
て
も
、
真
宗
や
日
蓮
宗
の
女
人
正
機

説
に
の
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
女
人
正
機
説
は
、
罪
業
深
き
女
人
を
認
識
す
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
従

っ
て
、
女
人
業
障
そ
の
れ
も
を
否
定
す
る
常
盤
の
論

に
、
女
人
往
生
書
の
影
響
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

常
盤
の
二
回
目
の
論
は
、
東
光
坊
の
あ
げ
る
女
人
業
障
の
経
文
に
対
す
る
も

の
で
、
そ
れ
ら
の
文
々
は
、
女
に
愛
着
し
て
輪
廻
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
、
悟

れ
ば
男
女
の
差
は
な
い
と
言
う
。
そ
れ
を

「
耳
ぢ
か
に
」
釈
迦
の
伝
を
例
に
し



て
説
く
。
釈
迦
に
も
母
が
あ
り
、
妻
が
あ
る
、
ま
し
て
凡
夫
は
と
い
う
論
法
は

舞
曲

「太
職
冠
」
。
お
伽
草
子

「朝
貞
の
露
」
。
「浄
瑠
璃
御
前
物
語
」等
に
み
え

る
。
特
に

「朝
貞
の
つ
ゆ
」
は
、
大
頭
系
の
本
文
と
全
く

一
致
す
る
部
分
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
五
戒
を
保

っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
求
愛
を
拒
む
女
に
対
す

る
男
の
説
得
の
類
型
で
あ
る
。
次
は
、
男
と
女
一
計
准
陽

。
胎
金
の
二
を
表
わ

す
も
の
で
、
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
な
ら
な
い
と
す
る
。
三
は
、
す
べ
て
の
衆
生

は
母
の
胎
か
ら
生
れ
る
の
に
と
い
う
も
の
で
、
女
人
業
障
の
反
論
と
し
て
は
最

も
素
朴
で
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
説
経

「
か
る
か
や
」
、
お
伽
草
子

「磯
崎
」

な
ど
。
い
ず
れ
も
、
お
伽
草
子
や
謡
曲

・
舞
曲
な
ど
に
例
が
あ
る
。
最
後
に
、

東
光
坊
に
対
す
る
非
難
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
「東
光
の
如
く
に
、経
の
文
を
し

る
べ
に
て
、
心
に
発
心
な
き
人
を
、
嬌
奢
と
是
を
名
付
け
て
、
木
に
か
か
る
藤

の
空
へ
上
る
が
如
く
に
て
、
己
が
力
で
更
に
な
し
」
と
い
う
の
が
目
に
つ
く
。

中韓
弱
恣
撫
肺聴
礼
』纂
饒
帥鐸
】馬
略̈つも鰊

誇
る
者
の
警
え
と
す
る
の
は

「
法
花
経
鷲
林
拾
葉
抄
」
に

「
嬌
慢
讐
レ藤
也
。

藤
葛
ナ
ン
ト
ハ
我
独
高
生
上
″事

不
レ
叶
。

松
杉
ナ
ト
ノ
懸
二大
木
一生
上
”

本
ノ

木
　
一局
上
居
レ柏
也
。
増
上
慢
云
随
レ
人
習
レ物
其
人
　
勝
　
思
也
。

有
文
云
、

葛
藤
元
二自
力
一随
二他
助
木
一栄
云
」
と
あ
る
例
に
近
い
。
こ
こ
に
も
談
義
本
の

影
響
が
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（１
）

字
の
分
解
に
よ
ら
ず
、
妙
即
女
と
す
る
論
は
日
蓮
遣
文

「王
日
殿
御
返
事
」、

「御
講
聞
書
」
な
ど
日
蓮
宗
に
あ
る
。

（２
）

法
花
経
を
説
き
初
め
た
の
を
、
「御
年
七
十
三
と
申
二
月
上
の
八
日
」
と
す
る

の
も
、　
一
致
す
る
説
は
な
い
が
、
三
十
成
道
後
、
四
十
余
年
の
説
法
の
後
初
め
て
法

花
経
を
説
か
れ
た
と
い
う
説
に
従
う
と
、
七
十
余
才
で
説
き
初
め
る
こ
と
に
な
り
、

二
月
八
日
は
普
通
成
道
の
日
と
さ
れ
る
が
、
「今
昔
物
語
」
な
ど
は
生
誕

・
出
家

・

成
道
・
減
度
す
べ
て
二
月
八
日
と
し
、
釈
迦
と
は
関
連
の
深
い
日
付
で
あ
る
。
法
花

経
を
醍
醐
味
の
経
と
言
い
、
巻
数
文
字
数
品
の
名
を
あ
げ
る
の
は
、
お
伽
草
子
な
ど

に
例
が
多
い
の
で
改
め
て
と
り
あ
げ
な
い
。
こ
の
部
分
に
は
法
花
経
関
係
の
談
義
本

の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（３
）

転
女
成
仏
経
は
女
人
得
脱
を
説
く
経
で
あ
る
が
こ
の
文
は
な
い
。
「
玉
か
ヽ
み
」

に
業
報
差
別
経
の
文
と
し
て
ほ
ぼ
同
文
を
あ
げ
る
が
、
や
は
り
存
在
し
な
い
。

（４
）

内
陣
へ
入
っ
た
女
と
僧
と
の
論
争
は
、
謡
曲

「柏
崎
」
に
も
あ
る
が
、
女
の
弁

は

「極
重
悪
人
無
他
方
便
、
唯
称
弥
陀
得
生
極
楽
」
の
文
で
　
極
重
悪
人
の
女
人
で

も
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
極
楽
へ
行
け
る
、
す
れ
ば
、
九
品
上
生
の
台
と
さ
れ
る
善
光
寺

如
来
堂
の
内
陣
へ
女
が
参
っ
て
も
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
人
往
生
論

に
基
づ
く
。

（
５
）

謡
曲

「
夕
ヽ
ツ
ノ
サ
ェ
モ
ン
」
の
論
が
こ
れ
と
同
じ
か
。
神
道
や
伊
勢
物
語
。

古
今
集
の
注
に
も
あ
る
。

（６
）

「宝
物
集
」
・
「雑
談
集
」
。
「西
行
物
語
」

四

鞍

馬

寺

縁

起

常
盤
の
求
め
に
よ

っ
て
、
東
光
坊
が
語
る
鞍
馬
寺
の
縁
起
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
。

①
我
寺
と
申
は
く
は
う
と
く
天
皇
の
御
代
の
時
、
勧
進
の
聖
は
、
も
と
は
奈
良
法
師
く
は

』毎酔̈
勁鳳「いに続け鋪嘲崚副氷奪時しヽ山囃鋳款秘嚇いｒ妙準螂ほ〔【麻

の
御
墓
堂
、
本
尊
は
大
悲
多
聞
天
福
知
恵
と
も
に
満
足
せ
り
。

諸
本
の異
同
は
、
①
で
①
が
「あ
ふ
此
寺
」、
②
で
①
④
の
か
「妙
楽
大
師
」、

③
で⑭
が
「いげ
」。の
①
が
「伊
気
」と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
①
と
③
は
問
題

は
な
い。
篠
素
、
「く
は
ん
ち
や
う
」
は、
カ
ン
ジ
ョー
と
発
音
す
る
よ
う
だ
。

大
楽
大
師
は
、天
台
宗
の
慧
亮

（
八
五
八
か
八
五
九
年
没
）
、
彼
は
惟
喬
惟
仁



両
親
王
の
位
争
い
で
、
惟
仁
親
王
側
の
祈
薦
を
し
て
勝

っ
た
伝
説
で
知
ら
れ
る
。

大
師
号
は
、
「阿
娑
縛
抄
」
や

「天
台
霞
標
」
。
「山
密
往
来
」
。
「
日
本
大
師
先

徳
明
匠
記
」
等
に
み
え
る
が
、
い
わ
ゆ
る
私
大
師
で
、
天
台
宗
の
内
だ
け
で
の
称

号
で
あ
る
。
比
叡
山
西
塔
宝
瞳
院
を
建
立
し
、
宝
瞳
院
検
校

。
西
塔
院
主
の
濫

場
と
な
る
。
鞍
馬
寺
は
、
草
創
後
し
ば
ら
く
東
寺
に
属
し
て
い
た
が
、
後
に
西

塔
宝
憧
院
の
支
配
下
に
入
り
、
そ
の
後
、
中
世
近
世
を
通
し
て
は
青
蓮
院
の
支

配
下
に
あ

（っ
札

）。
し
か
し
、
宝
瞳
院
の
影
響
は
、
室
町
後
期
ま
で
残
存
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
慧
亮
の
事
跡
に
、
鞍
馬
寺
と
関
係
す
る
も
の
は
見
出
さ
れ
な

い
が
、
彼
を
建
立
者
と
す
る
の
は
、
鞍
馬
寺
と
宝
瞳
院
と
の
関
係
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。　
一
方
妙
楽
大
師
は
、
唐
の
天
台
六
祖
剤
渓
湛
然
の

こ
と
で
、
彼
を
開
基
と
す
る
の
は
、
い
く
ら
荒
唐
無
稽
の
多
い
縁
起
で
も
少
し

ひ
ど
い
だ
ろ
う
。
彼
の
名
は
、
舞
曲
で
は

「満
仲
」
と
「十
番
切
」
に
、
「妙
楽

大
師
の
御
釈
に
い
は
く
」
と
し
て
止
観
輔
行
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
の
が
見

え
る
。
こ
こ
は
、
大
楽
大
師
の
名
を
、
聞
き
馴
れ
て
は
い
る
が
ど
う
い
う
人
物

か
は
知
ら
な
か
っ
た
妙
楽
大
師
に
変
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
鞍
馬
寺
縁
起
は
他
に
例
が
な
い
。
草
創
に
つ
い
て
は
早
く
、
「伊
呂
波
字

知
リ
ェ
赫

弘 「ぃ
向
は
蒔
は
一
聾
議
一
蟻
産
疑
蝉
幸
』
購
】
剌
難
“

あ
（
藤

る
、
３
′
原

『
暉

力ヽ 伊

し

「阿
娑
縛
抄
」
の
諸
寺
略
記
で
は
、
光
仁
天
皇
御
宇
宝
亀
元
年
に
壁
長
上
人

が
夢
告
に
従

っ
て
当
山
に
至
り
毘
沙
門
像
を
得
た
の
を
開
基
と
し
、
其
後
弘
仁

年
中
に
、
造
東
寺
勅
使
藤
原
伊
勢
人
が
や
は
り
貴
船
明
神
の
夢
告
に
任
せ
て
堂

に

分

薮

」
ン４

巫

舅

※

趙

も な
お

て
い
る
。
壼
長
上
人
は

「鞍
馬
蓋
寺
縁
起
」
で
は

「昔
南
京
招
提
寺
に
ひ
と
り

の
沙
門
あ
り
、
墜
真
和
尚
の
弟
子
堕
積
」
と
な
っ
て
お
り
、
舞
曲
の

「
カ
ン
ジ

ョ
ー
坊
」
が
そ
れ
を
う
け
て
い
る
と
考
え
る
と
、
「も
と
は
奈
良
法
師
」
と
い

う
点
で
は
あ
う
。
但
、
「天
台
山
北
谷
に
住
給
ふ
」
は
、　
比
叡
山
の
開
基
は
宝

亀
元
年
よ
り
二
十
年
ほ
ど
後
で
年
代
的
に
饂
麟
す
る
が
、
開
基
を
比
叡
山
と
関

連
づ
け
る
意
図
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
年
代
的
に
合
わ
な
い
点
で

は
、
孝
徳
天
皇
は
勿
論
、
大
楽
大
師
慧
亮
も
、
ま
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。
年
代
の

不
合
理
は
縁
起
類
に
は
一
般
的
な
事
で
、
間
わ
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
縁
起
が
、

鞍
馬
寺
側
の
伝
承
そ
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
有
名
な
鞍
馬
の
勧
進
帳

・
願
人

の
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
二
種
の
勧
進
帳
と
の
違
い
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。

「大
楽
大
師
」
や

「
天
台
山
北
谷
」
の
語
に
、
こ
の
縁
起
を
捏
造
し
た
人

物
の
素
性
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
縁
起
を
聞
い
て
常
盤
は
、
「余
の
事
は
さ
て
を
き
ぬ
。
こ
の
間
答
に
勝
ぬ

る
ぞ
」
と
宣
言
し
て
お
り
、
本
曲
の
中
で
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
縁
起
の
中
で
常
盤
に
必
要
な
の
は
、
女
院
の
御
墓

と
吉
祥
天
女
の
み
で
あ
る
。
女
体
の
仏
を
祀
る
こ
と
を
根
拠
に
、
女
人
結
界
を

破
る
例
は
、
謡
曲

「竹
生
嶋
」
が
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
街
学
的
な
経

文
を
引
い
て
の
間
答
よ
り
も
、
は
る
か
に
簡
単
で
は
あ
る
が
説
得
力
が
あ
る
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
は

「女
高
座
へ
上
る
な
」
と
い
う
の
が
争
点
で
あ

っ
た

の
に
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
「女
を
入
れ
ぬ
寺
な
ら
ば
」
と
、
一
山
結
界
を
争
点
に

し
て
い
る
。

本
由
と
同
じ
題
材
を
扱

っ
た
後
世
の
作
品
に
は
次
の
四
種
が
あ
る
。

０
謡
曲

「常
盤
間
答
」
　
未
刊
謡
曲
集
六
・
十
八
所
収
、
上
掛
り
と
下
掛
り
で

は
少
異
が
あ
る
。

②
寛
永
二
年
写
本

「常
盤
物
語
」
　
古
浄
瑠
璃
正
本
集

一
所
収
、
書
名
は
仮
題

０
御
国
浄
瑠
璃

「
鞍
馬
破
り
」
　

仙
台
叢
書
　
所
収



０
岩
瀬
文
庫
蔵
文
久
元
年
写
本

「常
盤
御
間
答
」

（ユ
」
の
う
ち
、
謡
山
の
み
は
、
舞
曲
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
確
か
で
あ

る
。
あ
と
の
三
本
は
、
舞
由
に
よ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
か
舞
曲
の
も
と
に

な
っ
た
伝
承
に
直
接
よ
っ
た
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
こ
の
三
本
に
共
通
す
る

特
徴
は
、
鞍
馬
破
り
―
女
人
結
界
の
鞍
馬
山
の
女
人
参
詣
を
解
禁
す
る
―
と
い

う
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「常
盤
物
語
」
で
は
、
「
そ
れ
よ
り
は
じ

ま
り
て
女
も
鞍
馬
へ
参
り
け
り
」
、
あ
る
い
は
天
狗
の
内
裏
に
あ
た
る
段
で
は

只
常
盤
は
）
貴
き
鞍
馬
の
山
を
破
り
た
る
因
果
に
よ
り
て
、
弓
箭
に
か
か
る
」

と
大
日
如
来
が
予
言
す
る
。
お
国
浄
瑠
璃
は
題
が
そ
の
も
の
で
あ
り
、
常
盤
は

「嘉
隆
二
年
丙
午
二
月
十
五
日
常
盤
十
八
才
に
て
鞍
馬
を
破
り
参
詣
す
。
今
よ

り
女
人
参
ら
れ
よ
」
と
い
う
高
札
を
立
て
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は

「
往
昔
は
女
人

結
界
山
な
れ
と
も
常
盤
御
前
此
山
の
道
ふ
み
わ
け
給
り
し
に
依
て
、
今
女
人
の

参
詣
す
る
事
常
盤
御
前
の
御
影
な
り
、
有
難
や
有
難
や
」
と
結
ぶ
。
こ
れ
ら
は

鞍
馬
山
女
人
参
詣
由
来
縁
起
と
で
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
津
田
孝
司
氏
は
、

伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
で

「常
盤
問
答
」
は
鞍
馬
山
へ
の
女
人
参
詣
の
初

ま
り
と
し
て
女
性
信
者
を
勧
誘
す
る
た
め
の
語
り
物
だ
っ
た
と
い
う
説
を
口
頭

（
６
）

発
表
さ
れ
た
。
大
変
魅
力
的
な
説
と
思
う
。
特
に
岩
瀬
文
庫
本
の
結
び
な
ど
は

い
か
に
も
そ
れ
ら
し
い
口
調
を
持
ち
、
奥
書
に

「
ク
マ
ノ
湯
ノ
峯

二
而
写
之
」

と
あ
る
の
に
は
熊
野
比
丘
尼
と
の
関
連
を
想
像
し
て
み
た
く
な
る
が
、
こ
の
本

の
由
来
は
今
の
と
こ
ろ
確
か
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
冒
頭
の
常
盤
が
鞍
馬
山

へ
登
る
ま
で
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
舞
曲
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
三
本
の
間
答
や
縁
起
の
内
容
は
、
舞
曲
と
全
く
異
な
る
だ
け
で
な
く
、

三
本
の
間
で
も

一
致
す
る
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
た
だ
女
院
の
墓
と
本
尊
の
名

を
あ
げ
る
の
だ
け
は
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
津
田
氏
の
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
、
常
盤
の
鞍
馬
破
り
の
伝
説
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば

（鞍
馬
寺
に
女

人
結
界
や
常
盤
の
伝
説
が
が
わ
な

い
な
い
事
や
、
女
人
結
界
を
破
る
の
に
成
功

し
た
と
い
う
伝
説
は
例
が
な
い
点
に
不
安
は
感
じ
る
が
）
、　
常
盤
の
論
と
し
て

は
、
女
院
の
御
墓
と
吉
祥
天
女
の
存
在
を
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

も

つ
と
も
、
ゆ
け
の
女
院
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。

常
盤
問
答
の
大
部
分
を
占
め
、
ま
た
最
も
観
客
の
興
味
を
引
い
た
間
答
や
縁

起
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
が
自
由
に
展
開
し
た
も
の
で
、
そ
れ
で
皆
異

っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
舞
曲
に
対
す
る
と
、
他
の
三
本
は
舞
曲
と
は
異
る

あ
る
共
通
し
た
雰
囲
気
を
持

っ
て
い
る
。
舞
山
の
間
答

・
縁
起
に
は
、
比
叡
山

の
学
僧
の
手
が
加
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伝
説
や
伝
承
を
、　
一

つ
の
作
品
に
創
作
す
る
、
そ
の
段
階
に
於
て
で
あ
る
。

注（１
）

漢
字
は
　
内
蓬
小
京
に
よ
る
。
太
子
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
人

物
は
い
な
い
し
、
親
王
の
呼
称
と
し
て
は
お
か
し
い
。

（２
）

橋
川
正

「鞍
馬
寺
史
」
に
よ
る
。

（３
）

鞍
馬
寺
に
関
す
る
記
録
は
少
な
く
は
な
い
。
草
創
に
関
し
て
は
三
説
あ
る
。　
一

は
伊
呂
波
字
類
抄
の
も
の
で
、
今
昔
物
語
巻
十
一
第
三
十
五
語
が
同
話
。
二
は
、
扶

桑
略
記

・
拾
遺
往
生
伝
。
塵
添
堆
嚢
抄
な
ど
の
伝
え
る
も
の
で
、
伊
勢
人
が
昆
沙
門

像
を
発
見
し
、
堂
を
作
る
ま
で
は
一
と
同
じ
だ
が
、
東
寺
十
禅
師
峰
延
に
伊
勢
人
が

此
寺
を
付
属
し
た
と
す
る
。
峰
延
は
延
喜
二
十
年
没
で
、
天
長
四
年
没
の
伊
勢
人
が

寺
を
付
属
す
る
は
ず
は
な
い
が
、
峰
延
は
鞍
馬
寺
の
根
本
別
当
と
さ
れ
、
こ
の
頃
寺

勢
が
興
隆
し
た
た
め
こ
の
よ
う
な
説
話
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
峰
延
の
伝
は
真

言
伝
に
も
見
え
る
。
第
二
は
阿
娑
縛
抄
の
伝
え
る
も
の
。
拾
遺
往
生
伝
に
も
或
説
と

し
て
同
話
が
あ
る
。
他
に
江
戸
期
の
地
誌
な
ど
に
も
多
い
。
「鞍
馬
寺
史
」
参
照
。

（４
）

天
理
図
書
館
蔵
長
禄
二
年
、
「鞍
馬
寺
勧
進
文
」
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
第
百

号
掲
載

「由
来
縁
起
鞍
馬
寺
勧
進
状
」

（５
）

謡
曲
の
構
成
は
最
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
間
答

・
縁
起
の
内
容
は
舞
曲
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
制
作
年
代
や
作
者
は
不
明
だ
が
、
伝
本
は
少
な
く
な
い
。
東
光
坊
の



経
尽
し
で
、
般
若
経
を

一
万
余
巻
に
二
百
余
品
と
す
る
が

（
一
本
で
は

一
万
余
部
）

こ
れ
は
、
正
し
く
は
一
部
六
百
巻
二
百
六
十
余
品
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
舞
曲
で
一
万

六
百
巻
と
誤

っ
た
の
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
省
略
し
た
た
め
に
お
こ
っ
た
誤
り
。
他
の

部
分
も
舞
曲
の
作
り
か
え
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
６
）

幸
若
舞
曲
研
究

一
に
論
文
が
発
表
さ
れ
る
予
定
。
大
分
以
前
の
発
表
で
、
幾
分

誤
解
し
て
引
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（７
）

謡
曲

「竹
生
嶋
」
は
、
弁
才
天
女
自
身
が
女
人
結
界
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
少
し
異
る
と
思
う
。

追
而
　
本
稿
は
、
「幸
若
舞
曲
研
究
一
」
で
、
私
が
担
当
し
た

「常
盤
間
答
」
の
注
釈

の
一
環
で
あ
る
。
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